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浜松学の今後の展開について

資料６

2１ 浜松学のあり方

・「浜松学」は、こども・若者と浜松のつながりを強め、継続することで、浜松で
暮らすこと、戻ってくることを望み選んでもらえるよう「地域への想い」を育む
取組全般として整理した。

・小中学生、高校生や大学生、社会人という各年代に応じて、地域や人との
関心を高め、つながりをつくり、関係を保ち続けるという理念・指針に
基づき「オール浜松」で取り組んでいく。



3２ 若者向け施策例

地域教育資源を活用したカリキュラムの充実支援（学校教育部教育センター）
各校の実践事例の共有や教材開発・研究の方法について、授業づくり研修（総合）、
初任者研修、学校訪問型研修等で講話や演習を実施

夢育やらまいか事業（学校教育部学校・地域連携課）
夢をはぐくむ学校づくりを推進するための協議会は、家庭・地域との連携を図り
ながら、その学校ならではの特色ある学校づくりに取り組む事業を実施する

学校給食への地場産品の活用（学校教育部健康安全課、産業部農業水産課）
浜松産12品目*を中心とした農水産物を活用し、地域食材の豊かさやおいしさを実感
農林水産担当部局との連携による地産地消給食の実施（本年度は浜名湖産うなぎを
提供）*大根、さつまいも、葉ねぎ、しらす、セロリー、パセリ、チンゲンサイ、たまねぎ、じゃがいも、みかん、こまつな、はくさい

小中学生対象

4２ 若者向け施策例

次世代への無形民俗文化財継承支援（市民部文化財課）
後継者不足が懸念される市内の民俗文化財について、無形民俗文化財保護団体と
学校・地域の連携を促進し、小中学生等への学習の機会を提供することで後継者
育成活動を実施

浜松みらいっこ事業（産業部労働政策課）
小中学生を対象に夏休みを利用して地元産業や地元企業の魅力を伝える職場体験
を実施し、将来的な市内就職の促進を図る

小中学生対象



5２ 若者向け施策例

社長の特別授業（産業部労働政策課）
市立中学校全48校において、市内企業の代表者が講師となり、企業の取組や仕事
に対する思い、浜松市で働くことの魅力を直接伝えることで、将来の進路や職業
を考えるきっかけを提供する

中学生未来VOICE（市長公室広聴広報課）
次代を担う中学生が市政への関心を深めるため、市政に関する意見やアイデアの
発表と市長などとの意見交換を実施

小中学生対象

6２ 若者向け施策例

市長の「我がまち大好き」講演会（市長公室広聴広報課）
浜松の良さや誇りを高校生に伝えるため、市長が市内高校に直接出向き、講演会を
開催

「青春はままつ応援隊」認定事業（市民部市民協働・地域政策課）
地域の歴史や文化、自然環境等、浜松市の魅力にターゲットを当て、企画制作及び
情報発信する高校生の団体を認定し、活動を応援

高校生地域課題チャレンジプログラム（企画調整部企画課）
地域の魅力を再認識し、地域への関心やつながりを深めるため、高校生が気軽に
参加できる地域活動プログラムを実施

高校生対象



7２ 若者向け施策例

高校生及び保護者向け合同企業説明会「ジョブエキスポHamamatsu」
（産業部労働政策課）

市内高校生及び保護者を対象に、進学や就職を考える時期に、市内企業と直接
交流する合同企業説明会を開催することで、地元企業への理解を深め、将来の
進路の選択肢として地元就職を考えるきっかけをつくる。

高校生職場体験事業「ジョブキャンプ」（産業部労働政策課）
市内高校生を対象に、夏休み期間中に市内企業約100社が実際の仕事を体験する
機会を提供し、地元企業や仕事への理解を深めることで、将来的な市内就職や
県外進学後のUターン就職を促進する。

高校生対象

8２ 若者向け施策例

静岡大学生の浜松まつり凧揚げ参加（企画調整部企画課）
高柳健次郎博士による「イ」の字受像100周年を記念した凧揚げに静岡大学生が
参加
令和9年度は対象者を市内全域の大学へ拡大

大学生地域活動支援事業（企画調整部企画課）
学生の地域への愛着・関心を高めるとともに、学生の力を生かして地域活性化を
図るため、学生団体と市内の地域団体が協働する地域活動を支援

大学生対象



9２ 若者向け施策例

大学生未来VISION（市長公室広聴広報課）
市政に対する若者の意見を聴き、市政に反映するため、市長が大学へ出向き、
学生と意見交換を実施

大学生インターンシップ促進事業「ジョブパーク浜松」（産業部労働政策課）
市内や大都市圏等の大学生を対象に、大学１年生からでも参加できる市内企業
での職場体験型インターンシップを実施し、市内企業や仕事への理解を深める
ことで、将来的な市内就職につなげる。

大学生対象

10

目的
地域や社会の課題解決に向けて活動する学生団体等について、各団体の活動内容
や直面する課題などを把握し、支援方法を検討することにより、若者からの提案
の実現や地域課題解決につなげる。

内容
（１）学生団体や助言者（メンター）候補の把握
（２）学生団体及び助言者（メンター）候補にヒアリング
（３）若者への支援方法の検討

２ 若者向け施策（参考）

若者の地域活動支援のあり方を検討中
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①大学等の進学先 ②就職先・働き方 ③地域とのつながり

若者に選ばれるまち（流出抑制・流入促進）

※このほか様々な要因が複合的に影響する。そのため、総合計画基本計画に基づき、産業経済、こども・教育、安全・安心・快適、環境・くらし、健康・福祉、文化・
スポーツ、地方自治の各分野における取組を庁内一丸となって着実に推進する。

〇３本柱の推進には多様な主体（行政・大学・高校・地域・企業等）の連携が不可欠。

〇「協議会」は就職面（②）を、「プラットフォーム」は進学面・連携面（①・③）を重視して取り組み、全体として、若者に選
ばれるまちの実現を推進

市内高校

市内大学

大学間連携

地域

市内企業

就職

就職

進学 連携

連携

働く若者があふれるまち浜松
推進協議会（2026年6月9日設立）
＜事務局：浜松商工会議所＞

大学・地域連携プラットフォーム（2026年6月22日設立）
＜事務局：浜松市＞

３ 多様な主体の連携

4 論点 12

１ 義務教育年代（小・中学校）において、学校教育のほか、家庭教育や
社会教育の観点から、地域への想いをさらに育むために、どのような
方策が考えられるか。

２ 浜松で育った小・中学生が高校や大学に進学した後も、地域の大人と
つながり、関わりを保ちつづけるために、どのような方策が考えられ
るか。


